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当
院
で
は
、
医
療
の
質
と
安
全
管

理
の
強
化
推
進
を
図
り
、
安
全
な
医

療
の
提
供
の
た
め
に
、
組
織
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
院
の
建
物
は
、
免
震
構
造
の
た

め
災
害
時
に
備
え
ら
れ
た
建
物
と
い

え
ま
す
。
建
物
の
揺
れ
や
破
壊
を
防

ぐ
た
め
、
地
震
の
力
が
直
接
建
物
に

伝
わ
ら
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

以
前
、
震
度
４
地
震
の
際
、
周
辺

の
ビ
ル
の
窓
を
見
る
と
ブ
ラ
イ
ン
ド

が
激
し
く
揺
れ
て
い
る
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
当

院
で
は
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
左

右
に
揺
れ
、
静
か
に
そ
の
揺
れ
は
消

え
去
り
、
ま
る
で
船
に
乗
っ
て
揺
ら

れ
て
い
る
感
覚
で
し
た
。

　　
出
入
り
口
は
正
面
玄
関
と
救
急

入
口
が
あ
り
ま
す
。
利
用
時
間
や

利
用
対
象
者
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
出
入
り
口
は
１
か
所
に
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
不
審
者
の
院
内
侵

入
防
止
と
入
院
患
者
さ
ん
の
無
断

離
院
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
（
今

後
はCOVID-19

や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
、
出
入
り
口

の
利
用
に
つ
い
て
の
変
更
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
２
階
よ
り
上
に
行
か
れ
る

来
訪
者
の
方
に
は
、
受
付
で
確
認

後
、
面
会
者
（
来
訪
者
）
カ
ー
ド

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
許
可
証
と

し
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
面
会
者
、
通
院

患
者
さ
ん
（
リ
ハ
ビ
リ
・
透
析
）、

業
者
の
方
な
ど
３
色
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
で
区
別
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

ス
ト
ラ
ッ
プ
の
な
い
方
へ
の
声
か

け
を
行
う
こ
と
で
防
犯
対
策
に
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
外
来
、
病
棟
で
の
防
犯
用
カ

メ
ラ
の
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
の
変
化
は
、
入
院
に
よ
っ

て
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば

慣
れ
な
い
ベ
ッ
ト
の
生
活
や
限
ら

れ
た
空
間
で
の
生
活
で
す
。
環
境

変
化
が
要
因
と
な
る
事
故
の
一
つ

に
転
倒
が
あ
り
、
組
織
的
に
転
倒

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
院
は
県
の
事
業
で
あ
る
「
さ
が

み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」
で
の
生
活

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
体
感
し
ま
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
昨
年
に
は
２
病
棟
の

す
べ
て
の
ベ
ッ
ト
に
離
床
セ
ン
サ
ー

内
蔵
の
超
低
床
ベ
ッ
ト
を
導
入
し
、

更
に
今
年
度
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
の
全
病
棟
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
予
め
患
者
さ
ん
の
状
況
に

合
わ
せ
た
設
定
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
状
況
が
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
に
連
動
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
更
に
そ
の
患

者
さ
ん
の
状
況
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
何
よ
り
ベ
ッ
ト
の

高
さ
が
最
低
22
㎝
で
あ
る
た
め
、
万

が
一
転
落
し
て
も
怪
我
の
グ
レ
ー
ド

が
抑
え
ら
れ
る
高
さ
と
言
え
ま
す
。

ま
た
一
部
の
病
棟
で
す
が
、
ト
イ
レ

で
の
立
ち
上
が
り
動
作
も
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
に
連
動
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
最
新
技

術
を
駆
使
し
て
、
安
全
で
快
適
な
入

院
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
で

は
、
正
面
玄
関
や
検
査
時
の
検
温
、

問
診
の
ご
協
力
に
よ
り
発
熱
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
は
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
面
会
禁
止
の

対
応
と
し
て
は
、
洗
濯
物
や
私
物
の

受
け
渡
し
を
限
定
し
た
場
所
で
行
う

な
ど
、
基
準
に
応
じ
た
対
応
の
徹
底

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

職
員
の
健
康
管
理
も
院
内
の
基
準
に

沿
っ
て
徹
底
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
今
、
病
院
は
安

全
な
場
所
で
は
な
い
と
思
う
方
も
お

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
安

全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
環
境
や
備
品
の
調
整
に
留
ま
ら

ず
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
整
え
て
い

き
ま
す
。
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最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
毎
日
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

藤
沢
市
内
で
も
多
発
し
て
お
り
、

我
々
明
治
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
も
相
談
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
特
殊

詐
欺
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
と
は

　　

市
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
と
は
、
犯
人

が
電
話
や
ハ
ガ
キ
（
封
書
）
等
で

親
族
や
公
共
機
関
の
職
員
等
を
名

乗
っ
て
被
害
者
を
信
じ
込
ま
せ
、
現

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
っ
た
り
、
医
療
費
の
還
付
金

が
受
け
取
れ
る
な
ど

と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

操
作
さ
せ
、
犯
人
の

口
座
に
送
金
さ
せ
る

犯
罪
の
こ
と
で
す
。

　　

特
殊
詐
欺
は
そ
の
手
口
で
10
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

①
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

　

②
「
預
貯
金
詐
欺
」

　

③
「
架
空
料
金
請
求
詐
欺
」

　

④
「
還
付
金
詐
欺
」

　

⑤
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
」

　

⑥
「
融
資
保
証
金
詐
欺
」

　

⑦
「
金
融
商
品
詐
欺
」

　

⑧
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
詐
欺
」　

　

⑨
「
交
際
あ
っ
せ
ん
詐
欺
」

　

⑩
「
そ
の
他
の
特
殊
詐
欺
」

　　

皆
さ
ま
の
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
預
貯
金
詐
欺
、
架

空
料
金
請
求
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
な
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

被
害
状
況

　　

神
奈
川
県
で
は
高
齢
者
詐
欺
（
特

殊
詐
欺
）
が
、
今
年
１
月
～
８
月

ま
で
約
１
２
０
０
件
発
生
し
て
被
害

額
は
約
24
億
円
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
藤
沢
市
で
は
ど
れ
く

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
？ 

同
じ
１

月
～
８
月
ま
で
で
53
件
で
被
害
額

は
約
１
億
２
千
万
円
で
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
、

前
年
度
と
同
程
度
の
被
害
額
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手

口
と
し
て
多
い
の
は
預
貯
金
詐
欺

で
す
が
、
被
害
額
で
は
オ
レ
オ
レ

詐
欺
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

特
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
と
し

て
、
藤
沢
市
で
は
先
述
し
た
８
月

ま
で
の
件
数
は
53
件
な
の
で
す
が
、

実
は
１
月
は
２
件
し
か
発
生
を
し

て
お
ら
ず
、
こ
の
数
か
月
間
で
被

害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

特
殊
詐
欺
に

　
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

　　

特
に
今
年
に
関
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ニ
ュ
ー
ス
に
乗
じ
て
、
利

益
を
得
よ
う
と
す
る
犯
罪

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
を
装
い
『
費

用
を
肩
代
わ
り
す
る
の
で

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
』

と
言
わ
れ
た
り
、『
個
人
情

報
を
聞
き
出
そ
う
と
さ
れ

た
』
な
ど
の
相
談
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

神
奈
川
県
警
察
で
は
、

詐
欺
撲
滅
の
２
本
柱
と
し

て
下
記
の
絵
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

　

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

要
求
す
る
電
話
等
が
あ
っ
て
も
、
慌

て
て
振
り
込
ん
だ
り
、
手
渡
し
し
た

り
せ
ず
、
家
族
や
親
戚
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

警
察
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
電
話
を
防
止
す
る

た
め
、
自
宅
の
固
定
電
話
の
留
守
番

電
話
を
常
時
設
定
し
、
相
手
先
を
確

認
し
て
か
ら
出
た
り
、
迷
惑
電
話
防

止
機
器
、
ま
た
は
迷
惑
電
話
防
止
機

能
付
き
電
話
機
の
購
入
し
た
り
す
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

自
分
は
絶
対
に
被
害
に
あ
わ
な
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
被
害
に
あ
う
高

齢
者
の
方
が
い
ま
だ
に
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
の
さ
ら
な
る
注
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特殊詐欺に

      ご注意ください！！

藤沢市明治いきいきサポートセンター　主任介護支援専門員　田代　真樹

年 被害額

2016 年 9700 万円

2017 年 2 億 1400 万円

2018 年 2 億 1400 万円

2019 年 2 億 3800 万円

藤沢市の被害額推移
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　将来何をやろうかと
考えた。外科医にだけ
興味があったが、「医師」
になりたいと言う発想
はなかったので、「外科
医」になろうと考えた。
学校の裏庭で友達と始終動物
を解剖したり、理科室で生物
実験をしたりしていて、医学
と言うより手術が好きになっ
ていた。だから外科以外はや
る気無く、外科医がだめなら
土木工学を考えていた。しか
し、外科医になって何をやる
かである。いっぱしの外科医
になるまで医学部卒業後 10 年
位は修練が必要と分かってい
たので、その先の問題であっ
た。私は医療行政をやりたかっ
た。
　実はその頃、アルベルト・
シュヴァイツァー博士が有名
で、医師・牧師としてアフリ
カで働きながらその地域の生
活・文化全体を高めるべく全
身全霊を以って奉仕していた。
私はそれを「赤ひげ」現象と
考え、反発した。一人の能力
を一つの限定した地域に捧げ
る生き方を避け、全国を対象
とすべくその中枢に入って全
国の医療をシステムとして動
かそうと考えたのである。但
し始めからの官僚としてでは
なく、現場を十分に体験した
者としてある意味での「叩き
上げ」の官僚になろうと考え
たのであった。
　当時は厚生省が日本の医療
行政を取り仕切っていると
思っていた。実はその上に大蔵
省、政府があり、政治が医療を
支配しているのだが、そこま
では見えなかった。それが見
えたのは後年大学紛争の時代、

厚生省や政府と対峙して研修
制度の行く末に関わった時で
あった。ともあれ厚生省を目
標に考えた背後に、今思い出
すのが父の姿である。年に 1、
2 回、「本省へお願いにいくん
や（行くのだ）。」と言って東
京に出張していた。父も外科医
で大阪大学から国立大阪病院
に転じ、外科部長として手術
の傍ら院内感染の研究に挺身
していた。その父が本省の官
僚に頭を下げに行く、その姿
が私の考えに影響していない
筈はないと思う。因みに、父
が大阪大学を離れる頃の阪大
医学部事情が小説「白い巨塔」
のモデルになった様だ。父は
作者の山崎豊子氏に請われて
医学部事情を色々話したこと
があると言っていた。
　まあそれで、厚生省に入る
には東京の大学が適切であろ
うと考えた訳である。それに
授業料の安い処でないと経済
的に無理があった。医師にな
るだけなら関西にも立派な医
学部は多い。しかし目標は医
療制度の中枢にある、それで
東京大学医学部を目標にした
と言う次第である。
　さて戦略は立ったが、戦術
的に困った事があった。それ
は当時東京大学の医学部だけ
が旧大学制度のままの学制で
あったことだ。昭和の 20 年代
半ばに日本の学制は新制度に
変わったのだが、「学部自治」
と言う概念が強く、旧制高等

学校終了で医学部（専門
課程としての旧制大学）
に進むという制度のまま
であったのだ。旧制高等
学校の方は既に新制に替
わっていたから、大学教

養学部の２年間がそれに相当
していた。だから医学部の入学
試験にはほかの大学で 2 年間
の大学教養課程を終えた人に
も同様に受験資格があり、公
開試験だったのである。大学
に入っても尚 2 年間も受検勉
強を続けるのかと思うと気が
重かった。
　受検勉強酣となっても、読
書の癖は益々強くなり、読み
だすと止まらなくなる事屡で
あった。その中で座右の書の
ひとつ、「平家物語」との出会
いがあった。

　角川文庫もので読み始めた
のは確か 3 月の終わり頃、春
風を部屋に通しながらの徹夜
となった。「諸行無常の響きあ
り・・」を耳にする境地で、「た
だ春の夜の夢のし・・・」にふ
と闇を睨んだ覚えがある。勿論
一晩では読みきれず何日間か感
動に浸っていた。源氏と平家の
武将や姫たちの思いとその運命
は勿論、人の世の流転を絵巻と
してこの大著に纏めた作者の力
量に感動した。加えて、日本語
の持つ七五調の響きの美しさに
酔った。そして以来、しょせん
人生とは「春の夜の夢」即ち「無
常」なのだと悟った様に思う。
とは言え、人生は儚いばかりの
ものでもないのだが。

或る外科医の一代記   高等学校の頃⑤
一代記

長田 博昭理事長

続く…

長い本稿、本誌では終わりまで書ききれないと惧れ、途中端折りな
がら掲載させて頂きますので、通し番号が飛ぶ場合がございます
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　「金は妄りに貸し借りするな､
借金は悪事だ」と言われて育ち
ました。
　どうやら、私の祖母の父が明
治維新で「武士」からいきなり「四
民平等」になり、いわゆる武士
の商法で、さんざん人に借り倒
された苦い経験から生まれたト
ラウマが、子孫にまで伝わった
のではないかと思われます。
　ともあれ、金銭に限らず物を
借りるのは悪い事だと、とこと
ん叩き込まれてきました。その
せいか、私は大学卒業以来十年
ばかりは、折しも社会は高度成
長期の真っ只中だというのに、
毎月月末には食費もままなら
ず、唯一ツケが効く酒屋の店頭
の缶詰をオカズにして食いつな
いだりしていましたが、それで
も借金だけは、したことがあり
ませんでした。（あっ、ツケも
借金の一種か！）
　ところが、どうやら世の中の
企業というものには、銀行から
の融資が不可欠のようです。で
も、融資とは、早い話が借金で
はないのだろうか。「ヒトのフ
ンドシで相撲を取る」という言
い回しがありますが、それこそ
銀行のお金はヒトのフンドシに
当たるのではあるまいか。尤も、
こんな考えでは、とてもじゃな
いがベンチャー企業なんか起こ
せそうもありませんね。
　ヒトのフンドシといえば、江
戸時代には、それこそフンドシ
のレンタルがあったとのことで
す。単身赴任都市だった江戸で
は、独身の下級武士などは下着
の洗濯もままならず、毎日、使
用済みの下帯と引き換えに洗い
たてのモノを配達して貰って
いたようです。相撲どころか

日常生活そのものが「ヒトの
フンドシ」で成り立っていた
わけで、我が国のレンタル文
化の伝統はなかなか根強いも
のがありますね。
　前にも触れたように、火事が
名物だった江戸では、庶民は寝具
から家具、鍋釜まで、レンタルで
賄って自衛していたようです。

　レンタルといえば、昨今まず
思いつくのはレンタカーです。
ひと昔前には一人前の社会人の
ステイタスだったらしいマイ
カーも、今の若者にはそうでも
ないようです。確かに移動の手
段としては、特に首都圏では公
共交通機関が発達していて別段
車でなくとも用が足せるし、観
光ドライブなら、車窓の風光が
楽しめるのは同乗者で、ドライ
バー自身は、そんなものに目を
奪われていたら人身事故でえら
い目に遭います。観光旅行なら
目的地まで公共交通機関で車窓
の景観を楽しみ、現地で車をレ
ンタルしたほうがよっぽど利口
だ、ということなのでしょうね。
というのが若者のマイカー離れ
の理由かと思っていましたら、
統計に依れば、車を持たない若
者の三分の二はマイカーが必要
だと感じているようです。して
みれば、マイカー離れの理由は
単なる若者の貧困化で、私のよ
うな考えなのは首都圏の若者だ
けのようですね。
　
　昔は高値なものを手に入れる
ためには、まずお金をコツコツ

貯めたものですが、今はローン
を組んで先ず現物を手に入れ、
それから、おもむろに返済して
ゆく、というのが定法になって
いますね。マンションや建て売
り住宅の購入などは、大抵そん
な形で行われるのが通例でしょ
う。つまり世の中が「借金文化」
化しているのです。こんな世の
中で借金は悪事だ、などと言っ
ていたら生きては行けませんね。
　ところで考えて見ると、まず
現物を纏めて手に入れて、それ
からおもむろに返してゆく、と
いう発想は、もしかしたら元々
我が国ではお馴染みのものだっ
たのかも知れません。
　話が飛躍するようですが、我
が国の昔の時刻の表現の仕方が
それと同様の発想法らしい。
　昔は真夜中にいきなり「ここ
のつ」になり、あと午前二時に

「やっつ」、四時に「ななつ」と
いうように二時間ごとに「ひと
つ」ずつ減ってゆき、夜明けが

「むっつ」で、あと「いつつ」「よっ
つ」と減ってゆき、正午にまた
いきなり「ここのつ」になります。
　つまり、深夜と正午に時間
を「九つ」借りて、二時間ごと
に一つずつ返してゆき、すっか
り返し終った深夜と正午に、ま
た時間を「九つ」借りる、とい
う発想法だと言えるのではない
でしょうか。時間というもの
は、一日に二回、纏めて借りて、
十二時間を掛けて返してゆくも
のだったのですよ。昔は、時の
数え方までレンタル・ローン方
式だったのですね。



●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に

対
す
る
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

利
用
し
ま
し
た
。
朝
の
あ
い
さ
つ
、

発
車
の
合
図
、
降
車
時
の
気
遣
い
、

今
ま
で
と
違
う
優
し
い
言
葉
づ
か

い
に
、
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な
り

ま
し
た
。」
と
い
う
ご
意
見
で
す
。

　　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
患
者
さ
ん
ほ
か
病
院

の
利
用
者
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
を
目
的
に
、
外
部

の
業
者
さ
ん
に
委
託
し
て

運
行
し
て
お
り
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
対
し
て

は
、
病
院
か
ら
の
依
頼
事

項
と
併
せ
、
委
託
先
業
者

さ
ん
の
社
内
教
育
の
充
実

も
あ
り
、
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
く
機
会
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
か
ら
は
湘
南
大
庭
・

西
部
団
地
・
駒
寄
の
各
地
区
に
も

循
環
バ
ス
を
運
行
し
、
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
声

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

　
　 

統
括
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

地域／こえ

投 書 箱 か ら
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次
の
二
つ
の
宿
に
忠
臣
蔵
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
見
立
て
た
シ
リ
ー
ズ
の
一
枚

で
す
。「
藤
沢 

戸
塚
」
と
あ
り
ま
す

の
で
、
背
景
は
戸
塚
か
ら
藤
沢
方
面

へ
向
か
う
「
大
坂
」
で
し
ょ
う
。

　

大
坂
で
男
女
の
道
行
き
と
い
え
ば

「
お
か
る
・
勘
平
の
道
行
き
」
を
連

想
し
ま
す
が
（
国
道
一
号
線
の
西
横

浜
国
際
総
合
病
院
近
く
に
「
お
軽
勘

平
戸
塚
山
中
道
行
の
場
」
の
碑
が
あ

り
ま
す
）、
こ
の
浮
世
絵
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
赤
穂
浪
士
の
一
人
、

矢
間
重
太
郎
（
や
ざ
ま
じ
ゅ
う
た
ろ

う
）
と
そ
の
妻
で
甲
賀
弥
右
衛
門
娘

お
り
え
。
二
人
が
偶
然
に
再
開
す
る

場
面
で
す
。

　

こ
の
話
は
、
歌
舞
伎
の
「
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
か
ら
派
生
し
た
「
太

平
記
忠
臣
講
釈
」
に
登
場
す
る
も

の
で
す
が
、
当
時
は
こ
う
し
た
脚

色
物（
ス
ピ
ン
オ
フ
ド
ラ
マ
）も「
忠

臣
蔵
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
歌
舞
伎

を
描
い
た
浮
世
絵
の

常
と
し
て
、
二
人
は

似
顔
絵
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
右
の
〝
お

り
え
〟
は
五
代
目
岩

井
半
四
郎
と
し
て

知
ら
れ
る
岩
井
杜
若

（
と
じ
ゃ
く
）。
重
太

郎
は
後
に
四
代
目
中

村
歌
右
衛
門
と
な
る

　

年
の
暮
れ
が
近
づ
く
と「
忠
臣
蔵
」

が
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代

に
も
、芝
居
や
浮
世
絵
、草
双
紙
（
絵

入
り
小
説
）
な
ど
で
人
気
の
あ
る
演

目
で
し
た
。

　

歌
川
国
芳
が
描
く
「
忠
臣
蔵

五
十
三
次
」（
嘉
永
三
年〈
一
八
五
〇
〉

発
行
。
図
１
）
は
、
東
海
道
五
十
三 藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

TEL：0466-33-0111

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　

※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料

藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

◆アクセス◆

第 18 回 「忠臣蔵」の浮世絵と藤沢

二
代
目
中
村
芝
翫（
し
か
ん
）で
す
。

　

同
じ
く
「
忠
臣
蔵
」
を
題
材
に
描

い
た
作
品
に
、
勝
川
春
亭
「
役
者

見
立
忠
臣
蔵
八
段
目
」（
文
化
年
間

〈
一
八
〇
四
～
一
八
〉
発
行
。
図
２
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
表
題
に
も

あ
る
よ
う
に
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
の

八
段
目
、「
道
行
旅
路
嫁
入
（
み
ち

ゆ
き
た
び
じ
の
よ
め
い
り
）」
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

二
人
の
女
性
は
、
戸
無
瀬
（
と
な

せ
、
左
）
と
小
浪
（
こ
な
み
、
右
）

の
母
娘
で
、
東
海
道
を
通
り
、
小
浪

の
許
婚
で
あ
る
大
星
力
弥
（
お
お
ぼ

し
り
き
や
。「
忠
臣
蔵
」の
中
心
人
物
、

大
星
由
良
助（
史
実
の
大
石
内
蔵
助
）

の
子
）
に
会
い
に
行
く
道
行
の
場
面

で
す
。
物
語
中
で
は
二
人
が
江
の
島

の
前
を
通
っ
た
と
い
う
設
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
人
気
の
名
所
に
歌
舞
伎

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
立
て
た
作
品
は

数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
似
顔
絵
で
、
戸
無
瀬
が

四
代
目
瀬
川
路
考
（
せ
が
わ
ろ
こ

う
）、
の
ち
の
四
代
目
瀬
川
菊
之
丞

（
遺
贈
）。
小
浪
が
三
代
目
瀬
川
路
考

改
め
初
代
瀬
川
仙
女
（
せ
ん
じ
ょ
）

で
す
。
い
ず
れ
も
女
形
の
名
優
で
、

浮
世
絵
に
も
多
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。
東
海
道
藤
沢
も
江
の
島
も
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

図
１ 

忠
臣
蔵
五
十
三
次 「
藤
沢 

戸
塚
」

図２  役者見立忠臣蔵八段目
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急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
体
調
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
か
。
今
回
は
い
つ
も
の
医
学
で

は
な
く
、
病
院
の
医
療
環
境
や
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

で
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
私
は
湘
南
中
央
病
院
に
い

た
の
で
す
が
、
実
際
の
震
度
よ
り
も
縦
揺
れ
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
横
揺
れ
が
だ
い
ぶ
続
い
て
い
ま

し
た
。
騒
然
と
し
て
津
波
警
報
が
鳴
る
中
、
海
岸
線

の
心
配
な
利
用
者
の
訪
問
に
行
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
手
県
大
船
渡
に
い
た
身
内

の
安
否
確
認
が
で
き
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
よ
う
や
く
確
認

が
で
き
た
時
は
安
心
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
は
お
住
い
の
一
時
避
難
所
、

避
難
施
設
、
水
害
避
難
場
所
、
広
域
避
難
場
所
が
ど

こ
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
藤
沢
市
で
あ
れ
ば
、
市

民
セ
ン
タ
ー
に
マ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
確
認
で
き
ま

す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た

め
に
も
、
避
難
用
具
の
準
備
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

場
所
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
把
握
を
し
て
お
き
、

同
居
・
別
居
の
家
族
に
も
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

 　
（
明
治
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

田
代　

真
樹
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2020 年 11 ～ 12 月）

 　 　

お問い合わせは 健康管理センター まで
0466-36-8155（直通） 

　　◆ インフルエンザワクチンの接種
対　象：① 一般の方　中学 1 年生～

　　　　② 藤沢市在住の 65 歳以上の方
　　　　　　※その他費用免除対象の方についてはお問い合わせください

費　用 ： 上記 ① 3,800 円（税込み）　② 無料（公費適用）

お
知

ら
せ

完全予約制です

◆ 11 月の外来診療担当表◆
一 般 外 来

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡田
一般

循環器
新城

一般

岡
一般

神経内科
村川

一般

岡   
第 1・3・5

 新城  
第 2・4

岡
一般

神経内科

岡
一般

神経内科

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

小川
一般

循環器

小川
一般

循環器
- 相澤

（予約）
相澤

（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

奥脇（裕）
一般

消化器
永渕

一般
- 新城

一般

小川
一般

循環器
-

岡田
一般

循環器
- - -

相澤
第 1・3・5
（予約）

-

外 科
午前 呉 池田（清） 呉 （輪番制） 松﨑 松﨑

午後 松﨑
一般・肛門

- - 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

横山 横山

池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島 芹ヶ野

今井 今井 山本 今井 宇都 宇都

午後
芹ヶ野 庭山 - 池田（全） 今井 -

- 宇都 - 横山 - -

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（安井）

午後 - 多田 - - - -

夕 方
診 療 午後 - 呉 - - - -

 2020.11.1 現在

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午前）予約
（午後）

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

呼吸器
内科 午前 福﨑

予約

肛門
外科 午後 松﨑
胸部

化学療法
外来

午前 長田
予約

皮膚科 午前
午後 宮部

心  療
内  科

午前 三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リハ
ビリ科

午後 馬渕
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

緩和
ケア
内科

午前

午後

福﨑 
予約

（午前）

片町 
予約

（午後）

片町 
予約

（午後）

禁  煙
外  来

午後 長田
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田
予約（応相談）

専 門 外 来

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前    8：30 ～ 11：30　
午後　2：30 ～ 4：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間    4：30 ～ 7：00

（午前）

一部予約 一部予約

一部予約

連絡先：０９０－８１１８－６９３１
E-mail:tsujidousuizokukan@ybb.ne.jp

　 お 魚、 海 の 生 き 物、 海
の風景などをモチーフに
イラスト・雑貨等を制作
しております。とぼけた
表情のキャラクター達に、
心をいやし元気を与える、
そんなコメントを添えて、
皆 さ ま に「 ほ っ」 と 楽 し
んでいただくことができ
れば幸いです。
　１年ぶりの展示です。新
作も多数ございますので、
ぜひご覧ください。

お魚イラスト工房・辻堂水族館　横山康之

辻堂水族館

11/24 ～予約開始、12/1 ～接種開始

電話にて受付中（大変予約が混みあってますご了承ください）

11 月 2日（月）より

　　　　「発熱外来」を開設します

詳細は、院内の掲示とＨＰでご確認ください→
☎0570-00-3252

https://www.swg.or.jp/

予約・お問い合わせ→

予約制


